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カ　　ナ ダ　の　原　子　力　事　情

末　　岡 清　　市

1．歴史的概槻

　カナダにおける原子力研究はすでに第2次大戦中から

始められ，米国に次いで古い．1942年英国からの申出に

よってカナズにおいて英加両国の協同の原子力研究が

行われることになった．カナダのNational　Research

Counci置の管理でMontrealに既究所が開設されるに至

ったのはその年の秋であった．当時のカナダにおける原

子力研究腺主として天然ウラニウムを用いる原子炉によ

ってプル1・　＝ウムの製造法の発展を目指したものであ

る．そのため天然ウラ＝ウムと中性子の減速材として炭

素の代りに重水を用いた原子炉の試作が計画された．

　1943年から英国側の科学者が来加し，カナダ側の科学

者に加わり，University　Qf　Montrealの中の新しい建物

の中で研究が開始された．すでにそのとき戦時研究とし

ての態勢の十分出来上っていたアメリカからの種々の知

識の交換と援助のありたのは申す9でもない，そして

Montrealでの研究もアメリカでの結果との重複がない

ように進められたのである．

　1944年の1月にはChicagoの大学の金属研究所との

合同研究会が開かれ，英米加三国の協議の結果ウラニウ

ム重水型原子炉がカナダに建設されるように決定され

た．カナダ政府はDepartment　of　Munitions　and　Su－

pplyを通じて財政面をもち，研究および基本的設計は

National　Research　CouncilのMontreal　La㎞〕ratoryが

責任をもったのである．一方詳細な按術的設計および建

設の監督は公仕であるDefence　Industries　Lirnitedが受

持った．・fギリスのDr．　J．　D．　Cockroftがカナぜにおけ

る原子力研究の責任者となり英加両国の参加科学者も増

加するに到った．

　次に原子炉の建設場所が検討された．炉の冷却のため

に河または湖の近くであること，附属の装置の作働のた

めに発電力が容易に得られる場所であること，当時の原

子力についての一般人の認識の低いためと爆発による危

害防止という点から人口稀薄の地域であること，それと

同時に近代産業の中心からあさb離れていないこと等の

条件を考之て，Ottawaの西北130マイ）L　Ottawa川の

南岸Chalk　Riverが選はれた．その付近10，000エー

カーの原始林と丘陵とでかこまれた地が周囲から隔離さ

れ工場研究室および従業員の居住所が建設されたので

ある．次々と施設の出来上ると共に研究者も漸次Chalk

Riverに移vてきて，ついに1945年秋カナダにおける第

1号原子炉ZEEPが完成したのである．　ZEEPなる名称

はZero　Energy　Experimental　Pileの略で低．tネノLギ

ーで作働する原子炉の謂で，将来建設計画の本格的原子

炉の試作である．現在も研究用として使用されている．

　この期間を通しての英米加三国の協力は実に効果的で

ありかつ密接であった．しかし米加両国の知識の交換は．

もちろん基礎的のものに限られ，技術的な問題には触れ

なかりたのである．京たu2s5の分酷Puの抽出等原子

爆弾製造に関する知識はぜんぜん交換されなかった．従

ってChalk　Riverにおける抜術的設計，　Puの抽出法，

その他の生産等全くアメリカと独立に行われtものであ．

る．

　1946年からCbalk　River　Projectは元全にNational

Research　Councilの管理下に人り，　Dr．　D．　Keysが實任

者となり，またDr．　CockroftがイギリスのHarwellの

原子力研究所長となってカナダを去ったので，その後任

としてはDr．　W．　B．　Lewisが研究主任となり，第2の原

子炉の建設に努めた．この年の8月にはAtomic　Energy

Control　Boardが設けられ，原子力に関して最高機関と

なり，カナダにおける原子力解放および利用に関する諸

活動はすべてここで管理し得る広い力を附与されるに至

第1図　Chalk　Riverの3原子炉の建物，

　前方左1則はZEEP，右剛はNRX原子炉
1の建物，後方川添いにあるのが建設中の

　NRU原子炉の建物
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Chalk　River　ProjectはNational　Research　Counci1の1

部としてこのAtomic　Energy　Boardの管理をうけるに

至る．1947年には第2の原子炉NRXが完成し，天然

ウラニウムを用いる原子炉の中でも世界最高のneutron

fluxをもち40，000　kilowattsの出力をもt，て稼動を開

始した．カナダの原子力の生みの親といわれるDr．　C．　J．

MackenzieはNational　Research　CouncilのPresident

の上にAtomic　Energy　Control　BoardのPresidentと

して原子力の最高責任者となった．

　Chalk　River　Projectは研究面のみでなく放射性同位

元素の製造販売の面をももつためNational　Research

Councilの一部としては大きくなり過ぎた観もあった．

1952年4月より，これをN．R．　C．より分離して，ここ

に公社Atomic　Energy、of　Canada　Limitedが設立され

た．N．　R．　C．の原子核関係の研究室をすべてChalk　Ri・

verに移してAtomic　Energy　Control　Boardの管理のも

とにChalk　River　Projectはすべてこの公社の運営する

ところとなった・初代のPresidentはやはりDr．　Ma－

ckenzieである．1952年12月有名なNRX原子炉の爆発

事件が起った．14カ月の間の困難なdecontaminationの

手続の後，再建に着手し，1953年に完成したわけで，こ

の事件の貴重な経験は将来の設計への重要な指針を与え

るものであった．

　次いで第3の原子炉NRUへの計画が発表され，　NRX

よりさらに強力なものとして特にPu製造に力を入れよ

うとしていることが知られる・（1956年6月完成見込）．

Dr．　Mackenzieの停年退職（1953年秋）と共にEldorado

M丘ning　and　Re丘ning　Ltd，の社長Mr．　W．　J．　Bennettが

Eldorado　Mining　and　Refining　Ltd．およびAtomic

Energy　of　Canada　Ltd．の両社の社長を兼ねることによ

ってウラニウムの生産と原子力応用とを強い線にまとめ

ようとする意図がみられる．1955年1月の発表によると

すでにカナダ各地の発電技術者の協力のもとに原子力発

電の実験試作は着々と進んでおり完成は1958年と見込

まれている．

2．現況，特に原子力公社について

すでにのべたところでカナダにおける原子力機関の構

成の大要は分ったことと思うが，現在の形をもう一度分

り易く表Q形にしてみると下表のようになる．

　次に特にAtomic　Energy　of　Canada　Ltd．（略して

A・E・C・L・）について少しくくわしく構成と現況とをあ

わせて記してみよう．このA．E．　C．　L．はCrown　Com－

pany（国立会社）であって7人よりなる最高委員会議を

もち，鉱山の顧問であるDr．　G．　C．　Bateman，前記Mr．

W・J．Bennett，　Laval大学の大学院長および化学科長の

Dr．　P．　E．　GanonおよびNational　Research　Councilの

PresidentであるDr．　E．　W．　R．　Steacieの4人のほかに

3人の水力電気関係の責任者が入っている．現在1，800

人の従業員をもち，そのうち600人は科学および技術関

係の人である．なおこの数にはNRU建設またはなかの

建築のために入っている建設会社その他関係会社の従

業員は含まれていない．なかの構成は大分けにして，

Research　and　Developemeht　と　Administration　and

Operationの二部門となり，各部分はそれぞれVice－

Presidentが長として管理をしている．各部門の構成に

ついては後述するであろう．現在この公社の主なる活動

はつぎの4つに分けられる．

経済的原子力の発展

基礎的研究

原子炉の操作と原子燃料の分離

放射性同位元素の生産と販売

　1．　に関しては原子力発電がその第1の目的と考えら

れ，発電所側の方からすでにA．E．　C．L．に入り込んで

原子炉の技術を習得すると共に研究所の科学者と協力の

もとに原子力発電の予備的実験は着々進行中であつてt一

そのため動力原子炉の設計が行われている．1958年の始

め頃までには第1段階として10万キPワットの原子力

発電が完成するであろうと1955年1月　A．E．　C．　L，から

の公式発表が議会で行われた次第である．

　2・に関しては低エネルギーのZEEP（熱中性子流速

6×1012cm2／sec），強出力のNRx（熱中性子流速6×1013

cm2／sec）を用いて原子炉の研究または中性子を用いて

の原子核の研究が行われている．なおこのほかに3MeV

のエネルギーの陽子まで出せる・Van　de　Graaf高電圧装

置，350Kevと100　Kevの二つの加速装置をもって原

ATOMIC　ENERGY　CONTROL　BOARD．
（原子炉最高管理機関，Ottawa），　President，　Dr．　C．　J．　Mackenzie．

　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　i
ELDORADO　MINING　AND　REFINING　Ltd． ATOMIC　ENERGY　OF　CANADA　Ltd．
（ウラニウム発掘および精錬，Ottawa）

　　President，　Mr．　W．　J．　Bennett．

（原子核研究および原子炉運営，Chalk　River）

　　　President，　Mr．　W．　J．　Bennett．

　　　　i

　　発掘工揚
くGreat　Bear　Lake，

　Saskatchewan）

　　［
精錬工場，
（Port　Hope，

　Ontario）

　　　I
RESEARCH　and
DEVELOPEMENT．
Vice・President，　Dr．　D．　A．　Keys．

　　　　［c
ADMINISTRATION
and　OPERATION
Vice－President
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第2図　NRX原子炉，34吠の高さの
　コンクリートのシールドの中央部が
　アノLミニウムPtンクでCa！andriaと

　呼ばLる．中は重水と176本の天然
　ウラニゥム棒より戎る．原子炉の左
　「則は研究用設備，右則は放射性同位

　元素製造装置

子核の鰐造

および反応

の研究が行

われでい
ろ．

　3．　につ

いては常時

NRX　の
原子炉を操

作すること

によって放

射性同位元

素を製造す

ることおよ

び原子灰か

らウラ＝ウ

ム233，プル

トニウムを

分離するこ

とが行bれ

　第3図　ZEEP原子炉中のウラニウム棒の配列

ている．プ・レV；ウム製造の目的のkthに現在建設中で

1956年6月までに完成を見込まれているさらに強力な

NRU原子炉がさらに好適となるであろう・

　4．は稼動中のNRX原子炉を用いて生産ざれる
放射性同位元素について）機能である．放射性同位元素

の利用か現在農学，医学および生産⊥：「・の面で非常な勢

いて広まbつつあn，原子炉の．没置の一つの大きな目的

にな　ているくらい一　、る．従．，て応用の部面それぞ

れ・いttい’h）種類の放射性同位元素を必要とする．現

在100厄類以．L　同位元素がNRXを用い／作D出
され㌃いる．なか．囹「－f’用とし．こ用いられるCo6e，

Il31，　P32；Na24およびAuiss戸多・（作られ’tいる．そ

のほかCa4i，　C14等も多い．これら．tCommercial　Pro－

ducts　Divisionを通し一一Montreal　IJ　Charles　E．　Frosst

and　C。，が販売を行っていZ．・カづ一バe使用するほかに

主なπ輸出先はアメリ九　イギリXb大部分を占め，そ

16
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の他イタリーを始めとして殆んど全世界の各国におよん

でいる．

　次にA．E．　C．　L．のResearch　and　Developementの

部門の構造からかいてみ．よう．

1…EARCH・nd・DEVEL・・・…1

睡部「・学・・び肝・研蚕
一⊥

一核物理

一一 ﾊ物理
一理論物理

一電子工学

」

一化　　学

一化学工学

一原子炉物理

一金属学

一核工学

生物折部

　」

　一生物学

　一衛生物
　1理
　・一放射能

　　危険防
　　上．

　まず第1の物理部の各研究部門別に見ると核物理課で

は原子炉，高電圧装置，加速装置を用いfの原子Pt反1．，

中性子の画撃、および核分裂の研究が行われている・一

般物理課ては原子炉よりの中性子線の廻折研突による結

晶構造，液体ガスの研究，r線の研究等が行われてい

る．応用物理の面として各種の計数管の研究悉二こで仔

われ，各種中間子と共、二宇宙線もここで研究されてい

る，理論物理課は基礎的研究と原子炉理論の二つに分れ

て研究が行洞τている．放射性現象の研究に欠くことの

できない電子工学的道具および原子炉の自動制御用とし

て電子工学は主として電子工学部で基礎から研究舗Lて

いる．

　次．二第2の化掌および原子炉研究課では化学部でekif

化学，核分裂に関する化学的面の研究等から原子炉より

の強力な放射線のもとでの種々の化学的現象等広（化掌

一般の研究か庁われ，化学工学課では原子炉中ζできる

放射性物質まtコは核分裂物質の分離のためσ）化学過程の

研究が主なるもので，軍水分離の研究，化学プロセスば

かりでなくそのための器械の研究も行われている．原子

炉物理課は原子炉設計のための応用物理的研究とLて原

子燃料，減速剤，反射体，容器等の配置の問題原子炉

制御，原子炉設計に必要な原子核の諸常数の決憲炉設

計に対tる丁’？的条件の影響等がZEEP，　NRXを用いて

行われている．金属課は原子炉の建設，操作に甲いられ

る諸金属の研dUi，特に腐蝕の研究力行われている．核工

学部では原子炉設計またぱ附属器械に関する工学的研究

を行い，高度の慾交換，材料に対tる放射による影響、

その他凪イピンゲ，バルビング，　ンピンtr’kの研9Lt　er

良，原子炉牒器の改良等が行穿れる．

　最後の生物学部てば生物学課として放射能の生物への

影響，放射能による生物の変化ということの腱抑理解

などが研究ざれるところがある．そのほかに放射能の人

体に対する危険防止ということとその対策の点からナー

ビスの部門として衛生物理課，放射能危険防止SU　9）2部
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か設けられている．

　以上は研究部門に相当tるが，これに対する現業部門

ともいうべき　Administration　and　Operationsの部門

の構成は次の如くであ．、・　（，原子炉び）操作とそれに附随

するいくつかの事が処理される．

第4図　NRX原子炉の制御室の1部

30ユ

　技術設計部はこのprojectに関するあらゆる接術的設

計を受持っており，必要な場合には外部とも連絡をとっ

て仕事を進めている．現在40，000，000ドノLといわれる

NRU原子炉の種々必要な設計の仕事かf’rtiれている・

抜術サービス部は研究所維持のための問題が取扱われ，

例えば従業員の住居としての原子都市と亀いうべき

Deep　River，または近くのPembrokeの町への交通のた

め80台のバスを運転させているか如きことである．販

売部は原子炉で生産ざれる製品の販売に関したことをつ

かさどっている．どうやら予定の紙数もつきたので最近

の予算額をのべてこの稿を終りとしょう．1952年12月

のNRXの爆発事件についてのべるスペースがなくなっ

たので，このことについては残念ながらまたの機会にい

たしたい，

　カナダ政府が原子力のためにどの程度の予算をさいて

いるかの一助にAtomic　Energy　Control　Boardが譲会

ILr・・N・ST・ATI・N・nd・・ERATI・N・l

　　　　　　　　　I
1

操作部1

1

．原子炉操作部i 　化轟画

」
一肝炉安全畷1コ，学抽出

一NRX原子炉
LNRU原子炉

一同位元素生産

一化学制御

　操作部は原子炉を常時作動させるための技術部であっ

て，原子炉操作部は研究突験のために中性子を提供し，

また放射性同位元素の生産のための原子炉運転の全責任

をもつ．化学操作部はウラ；ウム棒中の燃えてないウラ

ニウム，プノLト＝ウム，核分裂物質等の分離のための化

学操作を受持つ．

匪設講
　　［
1－「
一計画工学

．一�@　析
ト構築機械

一化学工学

一発展計画
1

：：纂気機嵩

1技術サ＿ビス部1

繕力通揚営動交工

［一　「

1「販売部！

計業品品売
会　製務　学事事化製販

一一　一一

に提出しkAnnual　Reportを基にしてのべよζ．　t1953

－．?X54年度〉．議会で承認されている予算｝よAtomic

Energy　Control　Boardのため｝こ39，603ドttL，原子力

に関する研究費として300，0GOド・」，原子力公社のた

めに19，558，469ドノし，亥出では第2のものは主として

各大学，研究所等への研究費．若い研究者養成のための

奨学金でおる．原子力公杜の支出を品目で．λると，人件

費5，　723，720ドコL，材．料補給2，846，767｝’　JL　，建設費

10，556，031ドル等が主なもので，電力，電灯にナ略，

11万ド7し，旅費に7万ドルが見積られている次第でちっ

て，なお，逆に販売等のため収入となってもどる額は

1，239，804V“　SLに及んでいる．以上何かの参考になれは

と思って記したが，特に予算資料の提供をしてくれたカ

ナダ大使館のバートランド書記官に感謝いたしたい，

　　　　　　　　　　　　　　　　（1955．　9．　8）

X X X
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